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研究では， 三種の液品性物質.HBAB(p司 s-hexy loxybenzy 1 ideneamino-p' -benzon itr i le). HBAC 
(p-n-hexy loxybenzy I idenamino-p' -chlorobenzene)， HBT( p-rト hexyloxybenzy 1 idene-p' -toluidine) 
について，プロ トンNMRの手法を用いて，これらの物質の結晶相， スメクティ yク及び才、 7ティ ッ
ク液晶相，及び等方液体相における分子運動の逐次励起の様子を研究した。
理論的側面では，スメ クテイ j 7液晶の弾性理論にもとづいて，この液品の君、す配向ゆらぎのモー



























がCN，Cl， CH3と変る以外の分子骨格が同一の物質 3種 p-n-hexyloxybenzy lideneamino-p'-X 









拡散とスピン格子緩和の相関をしらべ， significant structure theoryが単純ながら大体の挙動を
理解しうる解釈であることを示した O 派生的に非常におそい固相間転移の反応速度をT1測定によって
研究しうる珍らしい結果を見出し，nucleation-and-growth機構によって説明した。
以上の知く宮島君の論文は基礎分野で不明点の多い液晶相の挙動について問題点を解決し，新らし
い知識と解釈を提供したもので理学博士の学位論文として充分の価値があるものと認めるO
- 24一
